
























































て失っていく」（Leonard - Barton, 1995）とい
ダイナミック・ケイパビリティ論と企業進化の関連性
―進化理論の動学的解釈―
宮 下 篤 志
The dynamic capability theory and corporate change theory: 
Dynamic explanation of evolutionary theory
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R. R.）とウィンター（Winter, S. G.）が 1982
年に発表した『経済変化の進化理論（An 













































































































ている（Teece, Pisano, and Shuen, 1997, p.54）
と明確にし，その存在を明らかにした。






































Robertson, 1995 ＝ 2004, 179 頁）である。換言
すれば，資源と慣性は，コア・ケイパビリティ
とコア・リジディティ（Core rigidities）に対
応する（Collis and Montgomery, 1998 ＝ 2004, 
113 頁）と言うことができる。レオナード・
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存ルーティンの新結合（Nelson and Winter, 
1982）である。組織変革活動の主役である組織
を構成する行動を変数として扱う可能性は無限





















































































度数 64 84 148
残差 3.1 ‑3.1
度数 49 128 177
残差 ‑2.5 2.5

























度数 43 63 18 124
残差 1.4 2.4 ‑4.0
度数 67 91 83 241
残差 ‑1.4 ‑2.4 4.0



























































結果は p ＝ 0.020，χ 2 値＝ 7.860，自由度＝
2 と有意差が認められた。残差を見ると「トッ














0% 1～30% 31% 以上 合計
度数 77 95 14 186
残差 ‑1.6 2.2 ‑1.2
度数 17 26 7 50
残差 ‑1.7 .8 1.4
度数 22 1 2 25
残差 4.6 ‑4.5 ‑.2
計 度数 116 122 23 261
度数 16 39 9 64
残差 ‑1.6 2.1 ‑0.8
度数 14 15 8 37
残差 1.2 ‑1.9 1.1
度数 2 1 0 3
残差 1.4 ‑0.7 ‑0.8




















χ 2 値＝ 24.995，自由度＝ 4 と有意差が認められ












































度数 26 112 138
残差 ‑4.8 4.8

























度数 26 93 5 124
残差 ‑2.8 3.3 ‑1.1
度数 85 139 17 241
残差 2.8 ‑3.3 1.1
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６） Nelson and Winter ＝ 2007, 20 頁。
７） Ibid. 29 頁。
８） Ibid. 140 頁。
９） Ibid. 149 頁。
10） コア・リジディティ（core rigidities）は，ナレッ
ジマネジメントの用語であり，「不適合な知識の
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